
 

異学年交流が豊かな心を育てる 
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あじさいの花が美しく咲く季節となりました。半袖を身に着けている子が増え、子どもたちの服

装からも春から夏への移り変わりを感じます。 
 

さて、５月１２日（水）に「たてわりはじめましての会」が行われました。岩崎小学校では、 

１年生から６年生までの１０名ほどのたてわり小グループが３グループ集まって１つのたてわり

班を構成します。初回の活動では、自己紹介をした後、シンボルカード作りをしました。このシン

ボルカードは、たてわりグループで整列する際の目印にしたり、集合教室の前に掲示したりするな

ど、たてわりグループの正に「シンボル」となるカードです。 
 

本来ならば、グループのメンバーが向かい合って座り、みんなで相談しながら作成しますが、新

型感染症予防のため、椅子に座って全員が前を向いて活動しました。５㎝四方の画用紙に好きなも

のやマークなどをペアで協力してかき、画用紙の周りに貼っていきます。近い距離で交流するのは

難しい状況の中でも、上学年の子がデザインのテーマを決めたり、何をかこうか迷っている子へア

ドバイスしたりしながらカードを仕上げていました。今回の活動を通してペアの児童との交流を深

め、グループとしての一体感を高められたと思います。 
 

異学年交流は、ともすると「上学年が下学年の面倒をみる」というイメージがあるかもしれませ

んが、実際はそれだけではありません。上学年の児童には一層の自覚が生まれ、自分の行動を振り

返るよい機会となり、リーダーシップと思いやりの気持ちが育ちます。更なる学びへと向かうこと

ができます。また、下学年は上学年に憧れの気持ちをもつようになります。自分が高学年になった

ら同じようにしたいという気持ちが育ちます。このようにして上学年が下学年を大切にするという

岩崎小学校のすてきな伝統がしっかりと引き継がれていきます。 
 

こうした異学年交流は、以前は学校でなくとも自然にできていました。私がまだ小学生だった頃

には、田舎育ちだったということもありますが、近所には多くの「空き地」がありました。そこに

は放課後になると、特に約束をしたわけでもなく、近隣の子どもたちが集まり、年齢に関係なく思

い思いに遊んでいました。そんな「空き地」で子どもたちは自然に年下を思いやる心を育んだり、

長幼の序を学んだりしたように思います。年齢の違う友人から学ぶことは多いです。 
 

今は空き地はあまりありません。子どもたち

の放課後の過ごし方も多様になっています。学

年を超える交流を促すには、時には意図的な仕

掛けが必要になります。これからの社会は、多

様な人々が共に生きる社会の実現を目指し、一

人ひとりが多様性を尊重して生活していくこと

が大切です。そのために、小学校でできること

の一つとして、これからも異学年交流を大切に

していきます。 
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